
 

 

１ 実施体制 

２ 事業内容 

開催期間 令和３年１０月３１日～令和３年１１月２８日 

参加者数等 定員 １５名 応募者数 １６名 

 参加者数 ４年 ４名 修了者数 ４年 ４名 

  ５年 ３名  ５年 ３名 

  ６年 ９名  ６年 ８名 

３ 実施内容 

１日目 
開催日時 １０月３１日（日） 

９：３０～１２：００ 

 

 

 

 

 

 

  

は
て
な
学 

ふ
る
さ
と
学 

会場 東松山市松山市民活動センター 

講義名 「古代へタイムスリップ！勾玉を学ぼう」 

講師 東松山市役所学芸員 江原 昌俊 

 

２日目 
開催日時 １１月２０日（土） 

１０：００～１２：００ 

 

 

 

 

 

 

  

は
て
な
学 

生
き
方
学 

会場 大東文化大学 

講義名 「落ち葉の中の生き物を観察しよう」 

講師 大東文化大学准教授 橋本 みのり 

 

３日目 
開催日時 １１月２８日（日） 

１０：００～１２：３０ 

 

 

 

 

 

 

  

は
て
な
学 

ふ
る
さ
と
学 

会場 東松山市農林公園 

講義名 「みんなでまこう たねダンゴ」 

講師 東松山市農林公園 吉田 信夫 

 

 

子ども大学ひがしまつやま 

学長 森田 光一（東松山市市長） 

副学長 内藤 二郎（大東文化大学学長） 

吉澤 勲（東松山市教育委員会教育長） 

子ども大学ひがしまつやま 

実行委員会 

実行委員長 山田 昭彦（東松山市生涯学習部長） 

実行委員 

（関係団体） 

東松山市教育委員会、大東文化大学 

令和３年度 子ども大学ひがしまつやま 

粘土で様々な形の勾玉を作る 

採集した昆虫を顕微鏡で観察 

たねダンゴを鉢に植え付ける 



４ 新型コロナウイルス感染症対策（工夫した点や苦慮した点など） 

 

 

 

 

 

 

 

５ 参加者の声 

参
加
し
た
子
供
の
声
（
感
想
） 

・とても楽しい。特に勾玉の色々な形が知れてよかった。落ち葉の中に小さい虫が沢山いるこ

とに驚いた。 

・学習した後に実習があって楽しかった。 

・勾玉を作ったり、虫を探して観察したり、小学校では体験できないことができて楽しかった。 

・小学校ではやらないような実験ができて楽しかった。 

・先生もおもしろくクイズを入れていてあきなかった。 

・参加してよかった。 

保
護
者
の
声
（
感
想
） 

・またこのような機会があればぜひ参加したいです。 

・時期、内容ともによかったです。はじめは少し渋めの内容かなと思ったのですが、参加した

ら本人の視野が広がっていて、とても考えられたプログラムだと思いました。 

・数年、災害やコロナのために子ども大学ができず今年はどうかなと心配していました。少な

い中で子どもが楽しく他の学校の子と話をしたり、内容を楽しんでいたりしていたので、来年

度以降も続けていただければと思いました。 

・初めての参加でしたがとてもいい経験をさせていただきました。子どもも親もとても満足の

いく内容でした。めったにできない体験でまた来年参加したいとのことです。時期・回数など

丁度よいと思います。校内見学など含め、ずっと続けていただきたい内容でした。本当にあり

がとうございました。 

 

 

・入学式及び修了式を簡略化。（入学式のみ保護者見学なし） 

・参加者定員及び実施回数を削減し、小規模化。 

・講義中の座席指定、使い捨てリストバンド（受講証）の利用。 


